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会議録（芳賀町学校運営協議会） 

令和４年度 第７回芳賀町学校運営協議会会議録 

日 時 令和５年３月１８日（土）１３：３０～１４：００ 

場 所 町民会館 多目的室 

出席者 

［学校運営協議会委員］ 

稲川浩司、岡田由美子、野澤儀之、小林史貴、小山佳子、今井由佳、岩村智織、 

広田マリ子、齋藤裕美、関本一雄 

（協議会委員出席１０名） 

［芳賀中学校］（校長）山本 守 （教頭）栁 利道 （地域連携教員）鶴見優希 

［芳賀東小学校］（校長）小林春彦 （教頭）半田高代 （地域連携教員）高久 誠 

［芳賀北小学校］（校長）小堀 隆 （教頭）手塚幸子 （地域連携教員）冨士井慶 

［芳賀南小学校］（校長）生井克成 （教頭）関本恵美子 

（教育長）古壕秀一 

［教育委員会事務局］ 

（学校教育課長）小林芳浩（課長補佐兼学校教育係長）髙橋輝秋 

（学校教育課指導主事）松本 薫（学校教育課指導主事）涌井俊裕 

（生涯学習課長）髙津健司（生涯学習係長）大岡久美子 

（社会教育指導員）栁岡敦子（生涯学習係主事）片桐綾乃 

司 会 髙津健司  （議事進行）稲川浩司会長 書 記 片桐綾乃 

概 要 

１ 開会 

２ 会長あいさつ（学校運営協議会長 稲川浩司） 

３ 教育委員会事務局から 

 (1) 学校教育課 

 (2) 生涯学習課 

４ 協議事項 

５  教育長あいさつ（教育長 古壕秀一） 

６ 閉会 

協議事項 

１ 開会 

 

 

２ 会長あいさつ（学校運営協議会長 稲川浩司） 

３月も半ばに入り、各小中学校で卒業式が行われた。いよいよ新年度に向けた準備が始まる。

今年度最後の学校運営協議会ということで、短い時間ではあるが来年度に繋がるような議論が

できればと思う。 
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３ 教育委員会事務局から 

(1) 学校教育課 

〇「町民主体のまちづくり要望」に対する町の対応（一部抜粋） 参照 

３月１９日に開催された芳賀町自治会連合会定例会で配布された資料である。令和５年度

予算要求に対して、自治会連合会から提出された要望とそれに対する町の対応をまとめたも

のから、子ども達の安心安全に関する要望を抜粋したもの。学校運営協議会で出された意見

を踏まえて提出された要望書でもあるため、ここで情報提供をする。 

 

(2) 学校運営協議会から教育委員会への意見について 

  〇学校運営協議会の活動を振り返って レジュメ参照 

 

４ 協議事項 

稲川会長： 前回、前々回と熟議を踏まえての協議を行ってきたが、明確な意見として取り

まとめができていなかった。先程の生涯学習課からの説明は、委員の理解を深め

るために年度初めにもっと時間を取って質問を受けるなどするべきだった。 

芳賀町は地域活動も含めて様々な活動を行っている。そういった地域の方々の

活動に対して、学校運営協議会がどう関わってどんなことができるのかというこ

とも来年度考えていけたらと思う。 

岡田委員： グループワークで青パトを地域の力を借りてできるようになるといいね、とい

う意見が出ていた。こういった活動を通して、地域の人たちが子どもを見守る、

地域で子どもを育てるという意識が働く。子どもにも地域に守られているという

意識づけができる。青パトこそ地域でやるべきと考える。 

広田委員： テレビで返事が返ってこないと恥ずかしいからあいさつができないという子

どもの言葉があった。芳賀町でも誰にでも挨拶ができるようになるような運動も

あればいいと思う。 

稲川会長： あいさつについては運動も含めて何度も意見が出ている。できるようになって

きたという声もあるのでどんどん広げていきたい 

前回の協議会の中でも携帯電話の話のように、安全安心というテーマで熟議を

行った中で様々な活動について意見が出た。来年度以降の協議会の中で出た意見

をいかに地域に広げて落とし込んでいけるか考えていきたい。 

 

５ 教育長あいさつ（教育長 古壕秀一） 

事務局の不手際もあり、運営が上手くいかなかった。大変申し訳なかった。この後の廣瀬先

生の公演を聞いて、皆さまのもやもやがなくなれば。 

お忙しい中委員を引き受けていただきありがたい。皆さまの芳賀町の子ども達に対する熱い

想い、貴重なご意見、ご提案は、今後施策に反映できるようにしていきたい。年度の切り替え

であるため、ここで退任される委員も次年度も引き続き任命される委員もいると思うが、この

場を離れてもこれからも子ども達のために御指導御鞭撻をいただきたい。一年間ありがとうご

ざいました。 

 


